
晩
め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
家
庭

で
は
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
季

節
が
来
ま
し
た
が
、
暖
房
器
具
周
辺

と
く
に
移
動
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
は
常

に
整
理
整
頓
に
務
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
年
寄
り
の
方
と
同
居
さ

れ
る
家
庭
で
特
に
お
願
い
し
た
い
こ

と
は
、
普
段
元
気
そ
う
に
見
え
る
お

年
寄
り
で
あ
っ
て
も
、
火
災
の
発
生

時
は
気
が
動
転
し
素
早
い
行
動
が
取

れ
ず
、
動
け
な
く
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
万
一
に
備
え
、
お

年
寄
り
の
寝
室
は
極
力
１
階
に
す
る

な
ど
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

成
18
年
３
月
に
合
併
し
、
洞
爺

湖
町
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
消

防
団
は
、
組
織
の
機
能
上
、
虻
田
消

防
団
と
洞
爺
消
防
団
の
２
消
防
団
体

制
を
敷
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
統
合
に
向
け
て
話
し
合
い

が
な
さ
れ
、
１
年
半
の
準
備
期
間
を

な
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
統
合
に
と
も
な
い
、
こ
れ
ま

で
地
域
の
安
全
の
た
め
に
貢
献
し
て

き
た
虻
田
、
洞
爺
の
両
消
防
団
の
閉

団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

虻
田
消
防
団
は
、
９
月
28
日
、
洞

爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で
閉
団
式
が
行

わ
れ
、
職
団
員
や
元
消
防
団
員
な
ど

の
来
賓
が
見
守
る
中
、
菅
原
団
長
よ

り
長
崎
町
長
へ
団
旗
が
返
納
。
大
正

４
年
に
公
設
虻
田
消
防
組
を
創
設

し
、
虻
田
警
防
団
を
経
て
、
昭
和
23

年
虻
田
町
消
防
団
と
な
り
、
数
々
の

災
害
を
乗
り
越
え
て
き
た
同
消
防
団

の
59
年
の
長
い
歴
史
に
幕
が
降
ろ
さ

れ
ま
し
た
。

一
方
洞
爺
消
防
団
も
、９
月
30
日
、

と
う
や
小
学
校
で
閉
団
式
を
行
い
、

佐
伯
団
長
よ
り
長
崎
町
長
へ
団
旗
が

返
納
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
５
年
に
私

経
て
両
団
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
10
月
１
日
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ

ー
で
、
洞
爺
湖
町
消
防
団
の
結
団
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
団
長
か
ら
各
団
員
に

辞
令
交
付
が
行
わ
れ
、
町
長
よ
り
消

防
団
旗
が
団
長
に
授
与
さ
れ
ま
し

た
。そ

し
て
長
崎
良
夫
町
長
が
「
一
致

団
結
し
て
連
携
を
深
め
て
行
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
全
団

員
が
改
め
て
職
務
へ
の
高
い
意
識
を

確
認
し
ま
し
た
。

新
団
長
に
は
、
寺
島
　
勉
さ
ん
が

就
任
し
、１
本
部
４
分
団
（
１
２
１
名
）

で
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
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設
火
災
予
防
組
合
と
し
て
発
足
し
、

洞
爺
警
防
団
、
そ
し
て
昭
和
23
年
洞

爺
村
消
防
団
に
改
編
さ
れ
、
今
日
に

至
る
ま
で
輝
か
し
い
実
績
を
残
し
て

き
た
同
消
防
団
の
59
年
の
活
動
に
終

止
符
が
打
た
れ
ま
し
た
。

晴
れ
の
下
、
10
月
17
日
（
水
）

午
後
２
時
25
分
よ
り「
水
の
駅
」

を
出
火
建
物
に
想
定
し
た
消
防
団

（
団
長
　
寺
島
　
勉
）
恒
例
の
秋
季

消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
演
習
は
新
生
洞
爺
湖
消
防
団

と
し
て
初
め
て
実
施
し
た
も
の
で
す

が
、
消
防
の
組
織
に
最
も
必
要
と
す

る
指
揮
命
令
、
日
頃
の
訓
練
で
培
っ

て
き
た
迅
速
な
消
火
活
動
を
的
確
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。

お
年
寄
り
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

特
に
、
新
消
防
団
と
し
て
の
指
揮

命
令
や
消
火
活
動
な
ど
は
的
確
に
伝

達
さ
れ
、
団
員
間
の
連
携
に
つ
い
て

も
意
気
が
合
っ
た
行
動
を
取
っ
て
お

り
、
水
の
駅
周
辺
に
は
町
民
の
皆
さ

ん
と
観
光
客
が
多
数
詰
め
掛
け
、
勢

い
よ
く
真
上
に
高
々
と
上
が
る
壮
観

な
放
水
に
、
盛
大
な
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

統
一
標
語

「
火
は
見
て
る

あ
な
た
が
離
れ
る
そ
の
時
を
」
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洞
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湖
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防
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な
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史
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虻
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、
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消
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統
合

洞
爺
湖
消
防
団
秋
季
演
習

長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される

虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式

洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式

実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習


